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【ポスター -1】
背景です。
日本の自殺者数が、1988年以来14

年連続して年間3万人を超える状態が
続いています。これは交通事故によ
る我が国の年間死亡者数のおよそ6倍
に当たります。国連でも1987年に世
界的な自殺の問題の深刻さが認識さ
れ、1996年にWHOと共同で国家レベ
ルの自殺予防対策ガイドラインが発
表されました。

自殺で家族を亡くした遺族は、自殺
者の家族に対するスティグマへの悩
み、自分が家族を死に追いやってし
まったという罪悪感や自責感、それ
から死因を隠しておきたい感情が強
いと指摘されています。これは世界
的に共通する傾向だと思います。し
かし、必要な情報や支援を受けられ
ず、孤立してしまうことが指摘され
ています。

【ポスター -2】
そのような自死遺族の特徴に配慮

して、海外で2006年に支援用の手引
きが発行されました。それに遅れて我が国でも、2008年、2009年にそれぞれ支援用手引き
が発行されています。しかし、自死遺族への情報提供の実施者、タイミング、そして、ど
のように情報提供したらよいかという方法について焦点を当てた研究は、我が国ではほと
んど無いのが現状です。

そのため、本研究では、自殺で家族を亡くした遺族が、自殺の発生後にどのような情報
提供と支援を望んでいるのかという点に着目をして、研究を進めました。
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その意義として、警察、救急病院、行政機関、葬儀関係者、宗教関係者といった地域の
関係者が支援を実施する際に、活用可能な知見を提示することができると考えています。
そして、ご遺族にとっては死別後の精神症状の悪化や、周りからの偏見や中傷による社会
的不適応、自責感による後追い自殺等を防止することができると考えています。

【ポスター -3】
方法です。
2010年から2011年にかけ、フォー

カス・グループ・インタビューを実
施しました。毎回対象者を新たに募
集し、合計6回実施しました。全国で
26名の遺族の方に参加いただくこと
ができました。

対象者の基準は、1つ目が日本国内
の自死遺族自助・支援グループに中
心的・協力的に関わられていること、
2つ目が、自殺で配偶者、子、親のい
ずれかを亡くされていること、3つ目
が、死別後3年以上が経過していることとしました。

対象者の募集は、自死遺族自助・支援団体の関係者に直接電話をし、紹介を受け、候補
者を選定し、その候補者の方に私から直接訪問する、あるいは最寄り駅の話ができるとこ
ろまで私がお伺いして、趣旨を説明し、文書によって同意を得ました。

質問項目は遺族が望む情報提供のあり方について(a)から(d)の4つの項目を決めました。
(a)が情報提供の時期、(b)が情報提供の実施者、(c)が提供してほしい情報、(d)が情報提供
の方法という4点です。参加者のご遺族自身の体験だけでなく、同じ続柄の人を亡くした
他の遺族から見聞きしたことも含めて討議をしていただきました。

【ポスター -4】
分析方法は、ICレコーダーに録音

した後、それぞれコード化、カテゴ
リー化を進め、共通点、相違点を検
討しました。

それから、こちらで設定した(a)か
ら(d)の質問項目それぞれに該当する
語りを抽出し、対象者の背景の違い
を考慮しながら比較分析を実施しま
した。
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【ポスター -5、6】
結果です。
各グループの対象者の属性ですが、

1が主に成人した子がいた配偶者5名
の方にお集まりいただきました。2が
未成年の子がいた配偶者の4名の方に
お集まりいただきました。以下、同
様に、3が社会人の子を亡くした親。
4が学校在学中に子を亡くした親。5
が自身が社会人になってから親を亡
くした子。6が自身が未成年のときに
親を亡くした子。このような形で募
集をしております。

【ポスター -7】
結果の（a）です。情報提供の時期

について、「各関係者が自死遺族の対
応をした時」というのが、6つのグルー
プ全てで共通していました。

時期について特徴的だったのは、
未成年の時に親を亡くしたグループ6
の「遺体が自宅に来た時」それから「忌
引が終わり学校に登校した後」でし
た。

結果（b）の情報提供の実施者につ
いては、「警察」から情報提供をして
欲しいというのが、6グループ全てで
共通していました。次に、「葬儀社」
から情報提供して欲しいというのが5
つのグループで共通していました。

特徴的だったのは、4つのグループ
で挙げられた、「一緒に付き添って個
別に連絡調整や代弁・擁護し、必要
な関係機関との橋渡しをしてくれる
人」が欲しいということでした。また、
親を亡くした子のグループで挙げら
れた「遺された親など」から隠さずに
死の詳しい事実について教えて欲しいというのも特徴的でした。
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【ポスター -8】
結果（c）の提供して欲しい情報に

ついては、「死別後の各種手続きに関
する情報」、それから、「亡くなった
という具体的事実や死の詳しい状況」
を知りたいというのが特徴的でした。
未成年の時に親を亡くしたグループ6
では、「学校を中退しないで済み、進
学も検討できる奨学金等の経済的支
援に関する情報が欲しい」というのが
特徴的でした。

結果（d）の方法については、「リー
フレットや冊子などを手渡す」、「関
係者から遺族の苦しさを先取りした手厚い対応」をして欲しいというのが、6つのグループ
全てで共通していました。

【ポスター -9】
まとめです。
各関係者が自死遺族の対応をした時に、自死遺族に提供するリーフレットなどの情報が、

例え配布が重なったとしても、自殺という死因を周囲に話しにくい遺族にとっては、その
後の生活再建を左右する有用な情報源となり得ると考えます。

警察が望まれましたが、これは既遂の自殺であった場合に必ず現場に駆けつけることか
ら、ただ現場検証だけでなく情報提供をできる最初の専門家になり得るということが挙げ
られました。

情報については、死別後の各種手続きに関する情報が求められたのはもとより、亡くなっ
たという具体的事実といったものも情報として求められました。

最後に、リーフレットや冊子等が
「説明よりも負担が少ない」というこ
とで望まれました。それから、関係
者からの遺族の苦しさを先取りした
手厚い対応については具体的に複数
の方法が表出されていますので、今
後まとめ作業を進め、関係機関に利
用可能な形で発信していく計画です。
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質疑応答

　会場：　私も社会的孤立の研究なので、かなり共通する部分があります。たぶんリクルー
トが大変だったのではないかと思います。警察の人から情報提供をして欲しいと
いうことだったのですが、実際に警察の人は、そういうことを何かしているので
しょうか。また、葬儀社にしても。

　大倉：　リクルートは、ご指摘のように非常に大変な作業でした。この過程でご協力を
いただきました方々に、改めまして心からの感謝を申し上げたいと思います。警
察の人からの情報提供については、目下、警察庁の方で検討中という段階のよう
です。これは、警察、葬儀社に限らず、自死遺族支援については、各関係機関が
未だ手探りの状況です。そのため、そのような検討の場に資する知見を出したかっ
たということも、本研究の狙いの一つでした。

　会場：　お医者さんも患者さんの死亡時に何かやられますが、そうした医療関係者より、
やはり警察だったということですか。

　大倉：　自殺を試みた方が現場で息がある場合は救急隊が救急病院に搬送しますので、
病院の関係者という話も出てきてはいます。しかし、今回は、リクルートした対
象者の背景も関係していると思うのですが、家族を既遂自殺で亡くされたご遺族
が多かったので、救急病院からの情報提供を望む声が少数になったということが
考えられます。
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